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⽬的 有限温度・有限の化学ポテンシャルにおける格⼦QCDの計算を
⾏い、またその結果の解析や現象論的解析をする。

内容 主に格⼦QCD(LQCD)計算を⾏った。
特に実数アイソスピン化学ポテンシャルのある場合のLQCD計算を⾏った。

結果 特に位相クエンチ近似で、有限の化学ポテンシャルがある場合（アイソスピン化学ポテンシャルと等価）の
LQCD計算を⾏った。

利⽤した計算機 squid
ノード時間 680時間（年間合計）
使⽤メモリ 0.3GB（合計）
ベクトル化率 85%

図 Z3-LQCDにおけるβ=1.50での
アイソスピン密度のμ依存性


	Slide 1



